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大学院では軽度認知障害（Mild Cognitive Impairment：MCI）と手段的日常生活活動（Instrumental Activities
of Daily Living：IADL）の関連について研究をしておりました。認知機能の低下が起こってくると，IADL に影
響があること，とりわけその前段階として「財布に小銭がたまる」という傾向は認知機能の低下を予測できるの
ではないかと研究を進める中で，自分の財布に小銭がたまることに敏感になったことを思い出します。今でも自
分の財布に小銭がたまってくると心配になります。
地域の測定に参加するようになり，学部生とも顔見知りになることができました。学部の3期生とは卒業が同
じで，謝恩会で大いに盛り上がったことはいい思い出です。卒業後も縁があり研究だけでなく，作業療法士とし
て縦のつながりや横のつながりが増えたことも大学院で習得できたことでした。
あまり出来のいい大学院生ではなかったので，指導教員であった上城憲司教授にはたいへんご迷惑をおかけし
たことと思います。今更ながら謝罪したい思いと，最後までご指導いただいたことに心より感謝申し上げます。
今年の4月から，自分が切磋琢磨した西九州大学で今度は教員として母校の教壇に立つことができ，感慨深い
ものがあります。あの頃，講義やご指導いただき雲の上の存在と尊敬していた先生方と一緒に働くことができる
というのは，光栄ではありますが恐れ多いとも感じております。諸先生方にご迷惑をおかけしないよう日々精進
しなければならないと焦燥感に駆られております。
最後になりましたが，今回このような機会を設けていただきました宮原洋八教授に拝謝申し上げます。
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